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まえがき

本報告書は､パキスタン回教共和国の北西辺境州(N.W.F.P.)及びパルチスタン州

(BaluchistaLl)のなかで､開発が遅れ､しかも,治安上の心配がない地域を対象として､潅

敢闘発を中心にした農村開発計画のプロジェクト･ファインデイング調査を行い､後述の4

件のプロジェクトを選び,その成果を取りまとめたものである｡これらの計画は､それぞれ

の州政府により既にフィージビリティー調査を終えているか､または､それに準じた投階の

ものであり､プロジェクトとしての成熟度が高く､しかも,いずれも比較的小規模な事業で

あり､多額の事業費を要せず､事業期間は短く､早期に事業効果が期待できるものを対象と

し､その中から選定されたものである｡

なお､本調査に閲し､日本技研株式会社が社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会の

ミッションとして､平成4年11月13日から同25日までの13日間の現地調査を実施し､その後

の国内作業により報告書をまとめ上げたものである｡

この現地調査には､北西辺境州政府の潅政厚生局次官のF. A. Paracha氏及びパルチスタン

州政府の潅放電力局次官のM.Amin氏を始め､多くの政府関係者の多大なるご協力を頂きま

した｡また､在イスラマバード日本大使館の田野井一等書記官からは公務ご多忙のところ､

多大のご指導､ご助言及び支援を賜りました｡ここに深甚の感謝を申し上げる次第ですo

平成5年3月

日本技研株式会社
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第1章 調査の概要

1. 1 調査の背景

パキスタン国は､紀人口の約70% (1981年センサス)が農村に居住し,農業は国内籍生産の

約25 %､輸出収入の約70%を占め､さらに労働力の約50%,国民の生計の約70%が農業に依存

する農業立国であるoまた,国土面積796,(X氾km2のうち,耕地面積は26 %の20,730,000haであ

r､

るがI‾潅赦耕地率は76% I(15,62Q,000fn)に達しており､このような日本に匹敵する高い潅概耕

地率はカラコ')レム山脆を水源とすi,ンンダス川及びその主要支沈に大きく依存していること､な

らびに19世紀から本格的な近代的潅故施設の整備が実施されていたことなどがその昔景となって

いる｡

しかしながら､パキスタンにおける潅概の普及に伴い､潅耽施設のない天水農業地域と潅概農

業地域との格差がますます大きくなっていることから,これまでの潅政開発から取り残された地

域を救済し､地域間のバランスを取り,地域格差の是正を図ることが今後の課題となっている｡

潅政開発から取り残された地域の中で､耕地可能な土地でも水不足により未利用のまま残されて

いる土地(開発可能地区)がかなり存在しており､これを対象とした潅敦開発の可能性は高いも

のである｡

また, 1991年3月に､かねてから懸案のインダス川の水利権に関する4行政州政府(パンジャ

ブ､シンド､北西辺境及びパルテスタン)間の協定が締結されたので､各地で受益面積が数十万

ha単位の大規模な潅故事業が動きだす機運にあり､一方では､地区面積が数百あるいは数千ぬ単

位の中小規模の開発可能地区が随所に残されていることから､潅敢闘発を中心とした農業開発の

可能性は極めて高いものである｡

以上のことから､今回の調査は､農業開発から取り残された所の多い､北西辺境州とパルチス

タン州において､特に開発の遅れた中山間部及び半乾燥地域を対象として実施された｡

1. 2 調査の目的

本調査は､北西辺境州及びバルテスタン州の農業の現況を把握するとともに､選定されたプロ

ジェクトに関し､事業実施の技術的可能性を検討することを目的としている｡
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1. 3 調査団の構成

1)高橋親-

S.3.6.1生

S.23.3

S23.6-･S.23.10

S.23.ll-S.30.9

S30.10-S.43.6

S.43.7-S.44.7

S.44.8-S59.3

S.59.4-S.62.8

S.62.9-現在

2)鈴木 竜

S.39.1.30 生

S.63.3

S.63.4-現在

愛知県立農林専門学校卒業

岡山県高梁川用水普通水利組合

農林省

愛知用水公団

農林省

(秩)三祐コンサルタンツ

(秩)イセキ開発工業

日本技研(樵) 相談役

東京農業大学農学部農業学科卒業

日本技研(秩)技術本部 技師
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第2章 計画地域の潅浩開発計画の現状

2. 1 北西辺境州(N.W.ド.P.)

北西辺境州は文字通りパキスタンの北西部にあり､その西側はFATA (FederallyAdministered

TribalA惚)とアフガニスタン(Afghanistan)に接している.土地の全面熟ま74,521km2で､パキ

スタン全土の9.4%8こあたるが､その大部分は山岳地帯である.人口は1981年の競計では1,100万

人であって､全国の13%iこ当たり､現時点では約1,400万人程度に増加しているものと推定され

る｡

農地面積は4,099,000acres (1,659,000ha)で､パキスタンの全農地の8.7‾%になる｡ 1981年の競

計による農家戸数は528,000戸で農家1戸当たりの農地は平均で3.14 ba､その大部分･は自作または

半自作農であって､純然たる小作農は約18%に過ぎない｡

北西辺境州は､北緯31o から37o にまたがる南北約600km､東西約150kmの地域であって､

地形や地勢の変化が激しく､北方山岳地帯では万年雪を被った標高7,000皿以上の寒冷地から南

の標高200m以下の半砂漠地帯まであり､年間降雨量は山間部では1,200mm以上の所もあるが､

一般の農業地帯では300-800 mm位の所が多いo従って､一部には天水農業や洪水期の一時的な

出水を利用した特殊な方法の農業が行われているが､畑作及び果樹については大部分が潅故農業

であり､水の豊富な所では水稲栽培も盛んに行われている｡また､この地方には古くから､谷川

の自流を利用した原始的な小規模潅概施設が無数に散在しており､小規模な漕弛またはポンプを

利用した潅故施設も多く､スワット(Sw?i)地方での水田稲作の歴史はかなり古いようである｡

一方､近代的な潅敢闘発事業としてはLowerSwatCanalが1885年に設けられ､次いでUpper

SwatCanalが1915年に完成した｡その後､ 1974年には世界的にも最大級の規模をつ､有効貯水量

115億トンのタルベラ(Tbtbela)ダムが築造され､その水の大部分は発電とパンジャプ州の潅概

用であるが､一部はダム直下流の北西辺境州内の潅概用水として利用されている｡また､この貯

水を利用するPehurHighLevel Canal(受益面積68,000 ha)はADBの技術援助により､ 1993年5月

までにフィージビ1)ティー調査の見直しを行うことになっている｡このほか､ 230,000ha (うち

北西辺境州関係分は140,GOO ha)を潅放するChashmaRightBank Canal(C.R.B.C.)事業は現在

ADBの資金援助により､その第3期事業が実施中である｡

現在､州政府において実施または計画中の潅故排水事業は別表2. 1のとおりである｡

北西辺境州では､かねてから色々な潅瀧開発計画を持っていたが､インダス(hdus)川の水

利権問題で他州の同意が得られぬままに､これまでは実現できなかった｡ところが､ 1991年3月

にパキスタンの全国レベルで､各州問の水の配分についての合意ができたので､ここに至り､こ
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れらの懸案の事業の推進を図る機運となった｡

州の潅故厚生局(higadon all Public甘ealth Department)では1993年を初年度とする第8次5カ年

計画には水資源の新規開発､既設の潅敦施設の改修及び改良並びに近代化､塩害や排水不良地の

改良及び洪水対策などの実施を盛り込んでいる｡その基本的理念としては以下の各項を挙げてい

る｡

(1)水利協定に基づく新規の潅耽開発

(2)潅概要水量に対応する貯水池の築造

(3)農業生産を向上させるための河川の表洗水及び地下水の有効利用

(4)個人分野での潅故排水改良の坂輿

(5)実施中の洪水対策事業の促進

これらの事業の実施には､総額220億ルピー(約1,100億円)の予算が見込まれているが､それ

に対し､州としては以下の資金計画を立案している｡

(1)小規模潅庶事業の実施については州政府予算で行う

(2)小規模潅故事業の調査計画についても同様に州政府予算で行う

(3)一般のフィージビリティー調査については半分は州政府予算を充てるが､残りの半分は連邦

政府を通じ､外国の資金援助に頼る

(4)主要な潅故事業の実施についてはその20 %Bま州予算を充てるが､ 80%iま連邦政府を通じ､

外国の資金援助に頼る

(5)塩害及び排水不良地改良事業(salinity Control ard Reclamadorl Projects
-

SCARP)の実施に

ついては外国の資金援助を含む連邦政府予算による

(6)災害復旧事業の実施についても同様に外国の資金援助を含む連邦政府予算による

その具体的な事業として､ C.R.B.C. (Gravity)､ C.R.B.C. (FirstLift)､ Swabi SCARP､

GomalZbm及びpehureHighLevel Canalの5大事業は､連邦政府の民営化政策のもとに行う地下

水開発とともに､この第8次5カ年計画において完成させる予定である｡また､これまでの開発に

取り残された地域で9ケ所の小規模ダムの築造計画や､休閑地を対象に175ケ所のチューブ･ウェ

ルと10ケ所の揚水潅敦計画も実施される予定である｡

-4-



州の潅政厚生局において計画されている中小規模潅政開発計画は別表2. 2のとおりである｡

2. 2 パルチスタン州

パルチスタン州はパキスタンの南西端に位置し､南はアラビア海に面し､西はイラン､北はア

フガニスタンに接していて､広大な土地であるが､その大部分は乾燥地帯または半乾燥地帯であ

る｡州の全面積は347,190km2でパキスタンでは最も広い州であり､全国土の43 %iこあたる.州

の人口は1981年の競計では430万人で､全国の5.1 %iこ過ぎず､人口密度にすればわずかに

12人位m2で､パキスタンの全国平均のそれの約1βとなる.

農地面者は3,891,000acm (1,575,000ha)で､パキスタンの全農地の8.3 %8こなっている. 1981

年の競計では農家戸数は202,000戸で､農家1戸あたりの平均農地面積は19.26haとなり､自作農

と半自作農はそれぞれ75%及び11 %で､純然たる小作農は14%iこ過ぎない.

パルテスタン州はほぼ北緯24o から32o にまたがり､南北約750km､東西約850klnに広がっ

ている｡大部分が標高1,500 m以上の山岳地帯あるいは砂漠または半砂漠地帯である｡年間降雨

量は州都のクエツタ(Quetta)で200-300mmであって､天水農業はまず不可能といえる.一部

のインダス川の水を利用する東部の平坦地を除けば､一般的には潅概農業!ま谷間の湧き水､ある

いは地下水を利用した比較的小規模のものが多い｡また､洪水を農地にためて利用するこの地方

独特の潅放形態であるロッドコヒ潅概も行われている.

地下水をカレーズ(素堀トンネル)で集め､中近東古来の潅概方法も各地に見られる一方､最

近になって中小規模のダムを造り､洪水を一次貯留させ､その後貯水を徐々に地下浸透させ､下

流の地下水を薗毒するダム( ``DelayActionDam”あるいは"RechargePond” )を各地に設け､

地下水の安定供給を図り､砂漠状の所に果樹園潅敢を実施して､非常に高い効果を上げてきてい

る｡

州都のクエツタ周辺は標高1,500mまたはそれ以上あり､日中は高温高湿で､しかも星夜の温

度差が大きいので果樹栽培に通している｡ここ20年位で地下水を利用したリンゴ栽培が増えてき

ており､気候､土塊に恵まれた非常に良質のリンゴを生産している｡従って､潅政施設にチュー

ブ･ウェルなど多少の水利費をかけても十分に引き合う高い収益を上げている｡

また､洪水を利用した不安定なロッドコヒ潅瀧方式では､潅放用水の安定供給は望めないが､

主として収益性の低いソルガムやミレットを作っている｡収穫はその後の天候次第となり､成育

期間中に降雨がなければ､十分な収穫は得られない｡この場合､実際の収益が上がらなくても､

その柄を家畜の飼料として利用できるので､それなりの効果は得られる｡
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州の潅放電力局(IrrigadonarKI Power Department)では今後､前述の…Dehy Acdon Dam”と洪

水を利用する比較的中小規模な潅概開発を推進する意向であり､別表2. 3のとおり､数多くの

事業計画を持っている｡

パルテスタン州は他州に比べ､極端に水資源の乏しい所である｡州政府は水さえあれば耕作可

能な土地は3,472万haと見込んでいるが､そのうち現在潅放している農地はわずかに110万hであ

る｡イシダス川の水を引いて通年潅概をしている東部の平坦地域外では､以下に記述するような

この地方独特の乏しい水資源の活用方式があり､今後の第8次5カ年計画でも､これらの方式によ

.る潅敢闘発を推進していく方針である.

(1)天水活用(Wale†HaⅣesting)

水源の得られない所で､降雨を最大限に活用する農法である｡降雨の絶対量の乏しい地域で

あるので限られた作物となり､低収穫量は避けられない｡

(2)洪水潅灘(FJood Irrigation)

パルテスタンには少量ながら年中水のある川が約70ある｡洪水時の水を農地に取り入れ､湛

水し､浸透させた上で播種するが､収穫はその後の成育期間中の降雨如何にかかっている｡し

かし､この導水､浸透の課程で地下水の滴養となるので､流域全体では水の活用に由する貢献

度は高く､州政府では今後ともその取水や導水方法の改良､普及を図る方針である｡

(3)地下水

地表水の乏しいこの地域での潅放水源は､地下水に頼る比重が極めて高いo一般にチューブ･

ウェルを設けて深井戸ポンプで汲み上げるが､問題は不安定な埠下水の供給量と電化施設の不

備にある｡

透水性の谷間に築造する貯水量数百万トン数のダムに､洪水を一次貯留し､その後徐々に地

下浸透させて､流域の地下水を滴養する``DelayAcdon Dam”を各所に設け､これまでは不毛

であった土地を見事な果樹園と化しており､この種のダムの数を増やし､その利用を一層普及

させるとともに､電化計画も推進する計画である｡
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(4)カレーズ及び湧き水

カレーズ及び湧き水を利用した通年潅耽施設は､広く果樹や野菜栽培に適用している｡その

潅故効率を上げるために､水路の舗装など施設の改修が求めれているo

州政府ではカレーズそのものの改修やライニングまでは考慮していないが､その効率を上げ

るとともに施設の半永久化を図るためには､将来､ブロック･ライニング等によるトンネル部

の改修も考えられる｡

パルチスタン州が､第8次5カ年計画において実施予定の主要な潅政排水事業は別表2. 4及び

2. 5のとおりである｡

パルチスタン州には気候､土塊は農業に通した広大な面積の土地をもちながら､水資源に恵ま

れないままに､未利用の土地が1,000万haのオーダーで残されている｡潤沢な水を使用する理想

的な潅敵方法の導入は望めないが､これまでにもそゐ乏しい水を最大限に活用すべく､色々な工

夫を凝らしており､今後ともそれなりに､まだまだ開発の余地は残されている｡その手法として

は､第8次5カ年計画にもあるとおり､まず第一には､洪水時に無為に流失している未利用水をな

るべく有効利用することである.次いで､貴重な水の無駄をなくし､潅敦効率を上げるために､

施設の改修あるいは近代化を図ることにある｡

洪水利用には､これまでの実塞削こ基づき判断すれば``Delay Action Dam''を造り､地下水利用

の拡大を図るのが最も適切な潅政開発の手法と考えられる｡この種のダムは1975年に始めてパキ

ス‾タンで実施されたといわれているが､‾貯水目的のダムでないため､完全進水の必要がなく､透

水性地盤の上に直接構築するものである｡

従って､ダムの安定さえ確保でき‾れば､基礎処理の必要もなければ止水の必要もない｡築堤は

透水性の材料でない限り､付近で手に入るランダム材料を使ったフィルタイブのダムとなる.た

だ､法面は上下流面とも芝付けができないので､石張りにより侵食防止をしている｡余水吐以外

は取水施設や放洗量の調整装置などの付帯構造物は一切不要であるし､工事は乾期に実施するの

で河川の流量はほとんどなく､締切りや水替えの費用もほとんどかからない｡従って､一般のダ

ム工事に比べ､その工事費は遥かに安上がりである｡また､単純な施設のため､完成後の施設の

捧持管理費はほとんどかからない｡

このダムサイトは全く不毛の裸地の未利用地であり､用地取得上の問題は全くないし､環境を

悪化させる要素は皆無で､むしろ貯水することにより環境や景観の改善となる｡州都クエツタの

郊外に設けた初期のダムは､現在立派な市民のリクリエーションの場となっている｡
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次の洪水時だけ取水して雨期だけの潅概をする``Flod hgahon''方式では､大体2-4月と7-

9月に取水ができる｡それに合わせた作付け体系を組んで潅放すれば､これまでの不毛の地に対

し､それ相当の農業生産が得られる｡勿論､作物の種類や収穫量には限度があって､一般の潅敦

開発のような高い便益を期待することはできない｡

次に､カレーズや天然の湧き水を利用した所では､通年潅故をし,果樹園などの集約的な農業

を営んでいるが,この地方では貴重な水資漁であるので､これらを最大限に有効利用すべきであ

る｡そのための施設の改修や近代化を図り､潅政効率を上げ､可能な限りの潅概面積の拡大､あ

るいは作付率の向上に努めるべきである｡

この地方はアフガニスタンと国境を接していて､多数の難民が流入している｡その中には難民

部落を形成して､定住の構えをみせている所もある｡彼らの多くは羊や山羊の遁牧をしたり､最

近開発されてきている果樹園の労働者となったりしているようである｡これらの労働力の吸収の

ためにも､この地方での潅散開発は重大な使命を持つことになる｡
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表2. 1 北西辺境州における潅蔽排水事業計画一覧表

Nan ら Command Area Cost

(千ba) (百万Rs.)

継続事業

Chashma Right Bank Canal(Gravity)

Swabi SCARP

新規事業

GomalZhm Project(Rood control, hTigation, Power)

CR丑C First Lift Project

Pehur HighLevel CaJlalProject

Kurram TaJlgi Multipurpose Project

Poaba DaudzaiSCARPs

Kafoor DheriSCARP Phase-Ill

Bannll SCARP Phase-ⅠI

Pehur SCARP

Rod Kohi Irrigatiorl Development Scheme

Munda DaJn Project(Ⅰ血gation, Power)

Gandially Dam and Odler Six Small Dams

Naryab DaJn hTigadon Scheme

Cbangboz Da皿Ⅰ血gation Scheme

PalaiDamhTigation Scheme

KundalDam Irrigation Scheme

230.6 10,213

79. 1 3,620

1.6

93.6

10.0

68.0

51.6

50.0

5.1

30.0

22.3

70.0

22.5

4.6

1.2

0.9

1.6

1.2

9
,075

2,061

479

262

195

55

347

55

75

105

204

Total 2.542.3 26.746

表2. 2 北西辺境州における中小親模潅親閲発計画一覧表

Nan e Command Area Cost

(ha) (百万Rs.)

1. Balambat Irrigadon Scheme in Dir District

2. Gopalan Irrigation Scheme in Dir District

3･ Maira Irrigation Sdleme in Swat District

4･ Trichen to Attach hrigation Canalat MukohinChitralDistrict

5. irrigation CanalDhotar to Malkan in Abbottabad Disbict

6. Bhoorlja tO ShograJl trrigadon Scheme in Mansehra District

7. Sharakot kdgation Scheme in Kohistan District

2,800

7,3(泊

1
,600
4,㈱

8α)

600

200

140

360

100

280

40

38

ll

Total 17.300 969
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表2. 3 パルチスタン州における潅瀧排水事業計画一覧表

(1/2)

聖幽
(百万Rs.)

Command Area

(ba)

570

2,830

240

Name of Project

1. Badenzaikdgation Scheme

2. Dhorerii Perennialirrigadon Scheme

3. Data Delay Action Dam in SaTagurg Area

4. Storage / Delay Action Dams One Each on Aghbergi and GawalManda in

Toba AchazaiArea

5. Regora Irrigation Scherne in Sinjawi A=ea

6. Bauar Storage Dam

7. Constricdon of Series of Weirs in Toba AchakzaiAm

8. Ka(kh higadon Scheme

9. Ar也Khula Delay Action DaJn

10. Yakuba Karez Delay Action Dam in Kan Meht2Lr Zai

1 1. KohaT Delay Action Dam

12. Chashma EriKahng ifl馳am

13. Khoso BaiPerennialIrrigation Scheme

14. TaJlg Damin Kakar Khurasan

15. Kamar Abad Irrigation Scheme in Khuzdar

16. Lining of Water Courses of Sabzerg Channel Sibi

17･ Check Dams/Delay Action Dam TabaiManda

18. Winder Danl/Weir in Bela

19. Chinjan Delay Action Dam

20. Rehabilitadon of Murgha ZakarazaiIrrigadon Scheme

21. Tora Dirga Irrigation Scheme

22. Sangarl I血gation Scheme

23･ Nishpa Delay Acdon Da皿Ghuncha Dhori in Masturlg

24. Gurder Delay Acdorl Da皿Turbat

25. Extension of SLmb ChaJlnel in Kalat

26. Land Erosion arld打otection Measures arid Ground Water Recharge in Karang;

Aghberg Area

27･ Wa血gi TangiIrrigationScherne

281 KhuzdarAnti-water Logging Project

29. NaraiKach Delay Acdon Dam in Barshore Area

30. Nelag Dam(Turbat)

31･ Mazdu MashaB higadon Scheme in TakaiZhob

32. UTbasi Jungle Irrigation Scheme Murgha Faqirzai

33. Sohi Infiltration hgation Scheme

34. Birkohi Irrigation Scheme in Musa Khai1

35. KahiriIrrigatioTI Scheme

36. Kaji I血gation Scheme Musa Khai1

37. TajogiIrrigationScheme

38. Shahdad lrrigadon Scheme irlKhuzdar

39. Koi Bent Smin hgadon Scheme in KhuzdaT

40. Nauhisar PerennialIrrigation Scheme

80

200

80

120

80

1,210

120

120

180

2,830

2,020

810

810

320

200

200

160

120

120

200

120

20

160

1.210

50.0

25.0

10.0

10.0

5.0

16.0

30.0

15.0

6.5

3.0

12.0

2.0

2.0

20.0

1.5

10.0

5.0

30.0

7.5

2.0

4.0

20.0

3.0

1.8

3.0

10.0

15.0

14.0

26.0

40.0

5.0

4.0

4.5

4.0

3.0

3.0

3.0

1.0

2.5

7.0
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表2. 3 パルチスタン州における潅叔排水事業計画一覧表

(2/2)

Nalne Co打Imand Area Cost

(ha) (百万Rs.)

41. Ghoi Ghara Dehy Acdon Dam

42. Delay Ac丘on Dam in Zoi-PIar Khak

43. Correcting Approach of Mula ChaJlne1

44. Abdul Wahab Storage Dam in Qamar Din Area

45･ NbraiToaiDelay Action DaJn

46. Tirkha Storage D皿I in m血打Khurasan

47. Ehadrini Spring hTigadon Scheme inKirdgab

3
,240

810

200

2.0

7.0

60.0

20.0

7.0

5.0

1.5

Total 19.380 538.8

表2. 4 パルチスタン州における潅蔽排水事業計画一覧表(第8次5カ年計画による実施予定)

Nan e Cost

継続事業

A- 1 Patfeeder, Phase I

A-2 BMIADP, Phase I

@al∝histaJIMinor Irrigation aJld Agricultural Development Project)

A13 ISRP Phase II (h=igation Systems Rehabilitadon Project)

新規事業

B-1 Remodelling ofKirther CaJlal

B-2 Patfeeder Stage II and/or Kachi Canal, and/or Extension of duja CaTlal

*B-3 Dams and other Irrigation Schemes

B-4 BMIADP Phase II

B-5 ISRP Phase III

B16 Kuwait Fロnded Phase II

B17 Flood Protection Schemes

B-8 Drainage

インダス流域の改良事業

Lining Distributaries of Patfeeder Canal andKirther Canal

(百万Rs.)

4,135

778

238

2,

4,

2,

1

3

300

010

320

000

500

600

200

000

000

Total 19.081

辛: 詳範=ま表2.
_5のとおり
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表2. 5 パルテスタン州のダムその他の事業計画一覧表

Nan ら Cost

(百万Rs.)

1. Land Erosion打otection Measures and Ground Water Recharge in K打弧ga Aghberg Area

(Quetta)

2. Toiwar Flood IrrigadoTI Scheme (Zhob)

3. Waltoi Delay Acdon Dam (QilaSaifullah)

4. Rehabilita丘on of Khushdn Khan Bond in Pishin Area (Pishin)

5. Nelag Dam (Turbat)

6. ChalgariIrrigadon Scheme (Kachhi)

7. DhoreriPerennialIrrigadon Scheme(耳achhi)

8. NaraiKach Delay Acdon Dam(Pishin)
9. MallezaiPt)mping Plant on Pishin Lor且 (Pishin)

10. LehrihTigadon Scheme (Kachhi)

1 1. HingoI Dam Multi-purpose Project(E加zdar)

12. muzdarAn山一Water- Logging project(Khuzdar)

13. TaJlg Storage Dam in Kakar KhurasaTI Area (Zhob)

14. Construcdon of 8 Delay Action Dams in NasayQila Saifullah Area (Qila Saifu1lah)

15. Mara Tangi Flood Irrigation Scheme G.oralai)

16. Rot Khan Muhammad PerennialIrrigation Scheme (Loralai)

17. Balar Storage Dam CTurbat)

18. Construc丘on of 18 Delay Action Dams illNaraiBasin

19. Wan Tangi PerennialⅠ血gation Scheme (Sibi)

20. Sehan Flood higadon Scheme (Loralai)

21. Bolan Dam Project(耳achhi)

22. Ghazi Weir Flood I血gation Scheme (Kachhi)

23. Rehabilitation of Bore Nallah (Chagai)

24. BadenzaiIrrigation Scheme (Zhob)

25･ Remodelling and improvement of MithriFlood lrrigadon (Kachhi)

26. Correcting Approach of Mula Channel

27. Ghazli Flood Irrigation Scheme

28. Regora lrrigation Scheme (Loralai)

29. Arand Flood Irrigation Scheme (Sibi)

30. Flood Management of MarriBugti Hill Torrents

3 1. Chatter Flood lrrigation Scheme (Ⅹachhi)

32. Wangi Tangi lrrigation Scheme (Ziarat)

33. Tut Flood lⅡigation Scheme (Kachhi)

34. Tang Sar Storage Dam (Zbob)

35. Sehara Tore Khan PerenrlialIrrigation Scheme (Sibi)

36. EriFlood ImigatioLI Scheme (Kachhi)

37･ Abdul Wahab man Storage Dam in Qamar Din Karez

38. Sabakzai Storage Dam

39. ShouzaiIrrigatiorl Scheme (Zhob)

40. Dar且 Delay Acdon Dam (Quetta)

10

39

30

400

53

30

25

26

15

85

2,072

14

30

30

37

9

16

550

42

80

80

59

25

60

8

80

6

5

5

83

35

18

70

15

10

70

25

55

5

13

Tota1 4
,320
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第3章 計画の概要

本調査団は､北西辺境州潅敢厚生局及びパルテスタン州潅放電力局を訪ね､各州政府関係者と

協議を重ね､前章の一覧表に記載のとおり､多数の開発候補事業計画の中から各州2件ずつ､合

計4件のプロジェクトを選定し､現地調査を実施した｡

4件のプロジェクトについて選定基準は概ね以下のとおりである｡

(1)既に､フィージビリティー調査などの調査や計画が進められており､プロジェクトとしての

成熟度が高く､事業着手が比較的容易なもの

(2)全体の工期が2年以内で､事業規模から見ても無償援助の対象となり得るもの

(3)比較的小濃検事業で､容易に稗益効果が発薄されるもの

(4)周辺の他地区に比べ､貧困度が高く､これまでの開発事業から取り残されていたもの

(5)近傍の他地区に対し､今後の開発モデルとなり得るもの

3. 1クングルダム潅灘計画(北西辺境州)

3. 1. 1 経 緯

本計画は1961年に発案され､ 1987年には州政府により予備調査が実施された｡その後､

1988年のEECのミッションにより取り上げられ､ 1990年から1992年にかけてイギ1)スのODA

(overseasDevelopmentAdministrado∩)の技衝援助として､1990年10月より1991年4月の問に

実施されたイギリスのBabtie Shaw & Morton及びHuntingTechnicalServicesLtd.により､フ

ィージビリティー調査が実施された｡

3. l. 2 地区及び計画の概要

本事業地区はペシャワール(Peshawar)東方約90km､タルベラダム西方約20km､ Swabi

の町からは約12km､北東のJ血1da村にある標高約400 mの盆地状の農村である｡地区は西隣

は1915年に閑適したUpperSvatCa血1の受益地であり､東及び南側には近く着工予定のPebur

Higb Level Canal事業の対象地域に接している｡

本事業のE]的は､総面積約2,500血､人口約2万人の地区を対象に､比較的寂傾斜の既耕地

1,200 haに対する潅耽開発を行い､現在の不安定な天水農法から作付け率を220 %に上げ､

安定した潅敦農業に転換を図るものであり､本事業は地表水の開発として､州内でも最優先
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の優良プロジェクトとしてランク付されていものである｡

本事業の計画概要は以下の通りである｡

1)ダム新設 1ケ所

･ロック･フィル･タイプ(耐用年数100年)

･堤高48 m､有効貯水量20,500万t

2)水路の新設

･幹線水路
2km

･ 支線水路 15km

なお､ 1992年にまとめられた上記フィージビリティー調査報告書の中では､事業費が総額

2億360万ルピー(約10億2,000万円)として､また､経済評価ではE.I.R.R.が14%として報告

されている｡また､建設工事期間は､途中雨期4カ月の閉鎖期間を含み､全体19カ月となっ

ている｡

3. 2 ドホタール･マルカン潅う放水路計画(北西辺境州)

3. 2. 1 経 緯

北西辺境州には､地区面積にして数百あるいは数千ha単位の中小規模の開発可能地区が随

所に残されており､潅敦開発を中心とした農業開発計画事業の可能性は極めて高い｡その中

で本事業の計画地区は､イスラマバード北方約50kmのアポダバード(Atxxhbad)の郊外に

位置しており､取水河川には一年を通じて十分な自流があり､且つ､開発対象となるよく肥

えた緩やかな農地が広がっていることから､小規模開発の対象地区としては地理的及び地形

的にも非常に恵まれた条件を有しており､州政府としても事業実施の優先順位が高い事業と

して有望視されている｡

3. 2. 2 地区及び計画の概要

本事業は山間部の渓流水を利用する受益面積約800 haの天水農地を対象とした潅蔵計画で

あり､計画地区はカラコルム(Karakorum)ハイウェイのアポダバードからわずか5-10km

離れた標高約1,000mのところに位置している｡また､本地区において､夏は豆類､とうも
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ろこし､ソルガム､ミレットを､冬は小麦を作っているが､全体に収量が低い｡

本事業の目的は､受益面積約800ha､人口2,800人の地区を対象に､潅故施設を設けて用水

を確保し､換金作物や柑橘類､その他の果樹栽培を導入して農業経営を安定させ､生活水準

の向上を図るとともに､現在,この地区の若者の農業に対する感心が低く､離村が増え続け

ている状況において､若者の定着を図るものである｡

計画施設は､コンクリートまたは練り石積の簡単な取り入れ堰と､通水量o.42m3/sec､延

長約13kmの水路カゝらなっており､このうち､水路は大部分が山腹を縫って設けられるので

ほとんどが石積水路となり､かなりの箇所で小渓流を横断する排水施設が必要となる｡事業

費は既に､ローカル事業として概算4,000万ルピー(約2億円)と見積られており､仝工期は

1年以内を予定している｡

3. 3 セハン川涜域潅ま開発計画(パルテスタン州)

3. 3. 1 経 緯

パルテスタン州は水資源が絶対的に乏しい地方であり､河川の表流水は皆無に近く､場所

によってはわずかにあっても､それらは既に利用し尽くされている｡河川に涜水が見られる

のは､通年､雨期の出水時だけであり､その限られた時期の河川の流水を農地に導水して潅

概するのが洪水潅敦(Floodh'igation)である｡これから■のこの地方における潅概開発とし

ては地下水利用か､またはこのような洪水潅故に限られてくる｡

本計画はwAPDA (WaterarxI Power Development Authority)によって､ 1976年に最初のフ

ィージビリティー調査が実施され､その後､ 1990年に事業費の再検討が行われた｡現在､州

政府により計画されている9ケ所の洪水潅叔の中では､本計画が事業の所在地の関係､規模､

効果などから考えて最優先の事業に格付けられている｡

3. 3. 2 地区及び計画の概要

本事業地区は､州都クエツタ(Quetta)から東方約210krn経れたローラライ(Loralai)の

町よりさらに約80km東のメヘタール(Mekbt∬)の農村部である｡ここを涜れるセハン(

Sehan)川沿いに広がる約12,000 haの山麓台地状の比較的平坦な土地のうち2,800 haが本計画

の潅概開発対象地域である｡

受益地は､北緯31Q
､標高約1,350-1,400mの所にある乾燥地であるo冬の最低気温が

-0.5℃--3℃､夏の最高気温は38℃-41℃である｡雨期は冬の12月-2月及び夏の7月-8月で､
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年間降雨量はLoralaiで平均198 mmとなっている｡住民はアフガン系の色々な部族からなっ

ており,大部分は牧畜または農業に従事している｡最近は海外へ出家ぎにでる若者が増えて

きており､また､サービス業などの第三次産業に従事する者もいる｡ 1981年の競計では､計

画地区の人口は3,851人であったが､その後の人口増加を国の平均増加率(3.1 %/午)により

試算すれば1992年では5,388人と推定される｡

この地方の主要作物としては小麦､大麦､とうもろこし,豆類､唐芥子､野菜､メロン､

アーモンド､桃､柘裾が上げられ､この中で果物類‾は主としてラホール等の消費地に運んで

いる｡穀意は自給量を満たすことができず､ハンジャブ州より移入している｡また､この地

域は砂漠地帯にありながら標高が高いので､夏の厚さは比較的しのぎやすく,農業に通した

土地といえる｡しかしながら､降雨量は少なく,農業用水が十分にないため､現在のところ

作付け寧は夏作4.17 %､冬作5.4 %の合計でわずか9.57 %に過ぎない現状である｡

本事業の目的は､洪水時の水を活用した潅概開発を行い､農業経営と雇用を安定させ､住

民の定着を図り､さらに､本地区において穀物の自給を達成させ､地域住民の生活水準の向

上を図るものである｡

本事業の計画概要は以下の通りである｡

1)取水堰の新設(全長584m) 1ケ所

･

セハン川左岸側に通常の越流部として長さ129mのコンクリート堰

･

セハン川右岸側に異常出水時の越流部として長さ455mの蛇篭堰

･堤高はコンクリート部分で4.2m､土砂吐部で6m

･水量調節のため､取水口及び土砂吐に鋼製ゲートを取付

2)水路の新設

･幹線水路(最大流量19.8 m3/see)
17.38 km

･支線水路 6.1km

本計画施設により､年間1,355万トンの潅故用水を取り入れ､ 2,800hの農地に対し､その

作付率を夏作31.69 %､冬作47.37 %､合計年間79.06%にまで引き上げる計画である｡

なお､本事業は1990年wAPDAにより事業費の見直しが行われ､その報告書の中では､事

業費が総額7,500万ルピー(約3億7,500万円)と積算され､現在のネットの農業面積である
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6,310エーカーで割ると1エーカー当たり11,945ルビーとなるo また､経済評価については

E.Ⅰ.R.氏.が13%となり､ a/C (金利を12%とした場合)は1.09となる｡

本事業による農家1戸あたりの純益は､平均耕作面積を12.5エーカーとすると29,188ルピ

-となり､現状の農家1戸あたりの純益2,186ルピーと比較すると平均耕作面積あたり2ウ,oo2

ルビーの増加となるo従って､ 1エーカーあたりに換算すると2,160ルピーの増加となる｡

3. 4 Jiルチスタン州北苦6農村小規模溜池潅灘開発計画(パルテスタン州)

3. 4. 1 経 緯

地下水滴養ダム(Delay Ac丘on Dam)構想はバ)i,テスタン地方の乏しい水資源を活用する

独特の開発方法であり､その起源は1975年の当時の潅放電力局次官の発案によると言われて

いる｡その後､州の自己資金により､クエツタ周辺で数ケ所のダムが次々に築造されてきて

いる｡雨期に溜められた水はその後徐々に地下浸透をして､河)l[の伏流水となるが､本計画

はその地下水を汲み上げて潅放水として利用するものであり､その対象となっている大部分

はリンゴ園であるが､現在ではアーモンド､杏などの利益率の高い果樹園も次々と開発され

てきている｡

開園後､約20年経過し成木化したリンゴ園は､現在､気候風土に恵まれたため､良質の果

実を生産しており､その粗収入はキーカーあたり70,000ルピーにもなるという｡これらの果

樹園にはチューブ･ウェルを設け､揚水ポンプを取り付け､地下水を汲み上げて潅放し､

onFamLevelの給配水施設も整備しているが､それらの費用をカバーして余るに十分な利

益を上げている模様である｡州政府では過去の実績を評価し､今後も各所にこの種のダムを

築造し､地域開発を進めていく方針であるが､その資金が十分でないため､遅々として進ん

でいない現状である｡

3. 4. 2 計画の概要

本事業の目的は､クエツタ周辺の水資源の乏しい所で地下水滴養ダム(DelayAcdonDam)

による潅恋開発を行い､従来の全くの不毛の地を果樹園などの親農地に開発することにより､

農業経営と雇用を安定させ､農家の若者の定住化を図るだけでなく､既にこの地方に涜入し､

定着化している多数のアフガン難民を農園労働者として雇用することにより､社会不安を解

消するものである｡

現在､パルタスタン州政府により､ 12ケ所のダムサイトの候補地が上げられており､その
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中から6ケ所を選定し､地下水滴養ダムを建設するもので､その規模は､全て堤高15m以下

のフィルダムを考えており､基礎処理は一切行わない｡これら全てのダムサイトの候補地は､

未利用の土地であり､用地取得上の問題､環境上の問題,また､地域住民対策に関する問題

も発生しない｡また､本計画による受益地も,いずれも河川沿いの谷間に延びる帯状の未利

用の土地で, 1地区あたり約1,000-2,(XX)haの開発が可能となるものであるo

この地下水商養ダムは､地方において唯一可能な水源開発の手法となるので､第8次5ケ年

計画(別表2. 5参照)においても､パルチスタン州において29ケ所の計画事業が予定され

ている｡,この総事業費はパルテスタン州政府により約6.5億ルピー(約32億5,000万円)と見

積られ､ダム1ケ所あたりの事業費は平均約2,200万ルピー(約1億1,000万円)程度となり､

事業費の面から言っても､それほど大規模な潅庶開発ではない｡
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第4章 総合所見

4. 1クングルダム潅灘計画(北西辺境州)

州政府では本事業を中小規模事業として､最優先の順位をつけている｡本事業の特徴は､事業

そのものの経済的な投資効率の有利性の他に､近隣地区に比較した開発の遅れを取り戻し､地域

全体としての開発のバランスをとる点にある｡本事業を実施し､さらに､この地方には有利な現

金収入の手段として､今なお違法なケシの栽培が絶えず､近代的な潅瀧農業を導入することによ

る麻薬撲滅を図るための政策としても重要な意義をもっている｡

本事業において計画されているダムの利点として特記すべき事項は他のダムサイトに比べ,疏

域条件に恵まれている点である｡年間降雨量が平均約800mmあり､年間平均4,100トンの水利用

が可能であると言われている｡さらに､比較的地貌の状況が良く､この地方には珍しく地表面が

安定していて侵食がなく､流出土砂がほとんど見られないことである｡また､現在の計画におい

ては､ダムの貯水容量が受益面積の割りには大きい感があるが､これは余水吐の標高の関係もあ

って(貯水位を下げれば下げるほど余水吐の掘削量が増え､工事費が増える) ､簡単には論評で

きない｡従って､今後は受益面積の拡大の可能性や作付体系の面で､いかにして貯水の活用を図

るかの検討が必要と思われる｡

また, 1992年にイギリスのコンサルタンツによりまとめられた本計画のフィージビリティー調

査報告書の中で､事業費に関し､掘削単価(特に岩掘削)及び止水壁工事については過少見積り

の感じがあり､その見直しは必要と思われる｡特に､ダムの基礎の堆積物には転石の混入が予想

されるので､止水壁工事の工事費だけでなく工期にらいても十分な検討が必要と思われる｡

本事業の計画地区の5 km以内には4,000万USSを投じて建設されたGad00n-Amazai工業団地があ

り､鋼鉄､プラスチック､タイヤ､繊維製品等の工場ができている｡現状では､地域の雇用には

それほど貢献していないが､この工業団地の発展に伴い､当地区は増加する労働力の需要に応え

るとともに､近くでの消費市場の拡大に応じた生鮮農産物の供給に迫られること.になろう｡

4. 2 ドホタール･マルカン潅灘水路計画(北西辺境州)

年間降雨量は流域の山地部において約1,000-1,200 mm､受益農地付近では約800-1,000 mm

程度と推定され､取水地点の川の渇水量は0.6 m3/sec程度と推定されるので､本事業の水源とし

ては十分である｡また､受益面積は800haとみなされているが､今後､綿密な水源調査や水利用

計画をたてれば､開発農地面積はさらに50%位までは増やすことが可能であると思われる｡

本計画の取水予定地点における直下流の自然河川は､垂直高さにして30m以上の浸布状を呈
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しており､この落差の一部を利用して､現在6基の古典的な水車が葎働しているoこれらの水車

に対する環在の給水施設は粗雑で不備な箇所が多く､漏水や無駄水が多く,当然の結果としてそ

の消費水のロスは多い｡このロスを減らせば､より多量の潅故用水を生み出すことができ､受益

地の拡大を図ることができる｡

そのために､第一案として水車を現状のままと仮定し､現在数箇所に分散している水車の取水

口を潅故用の取水堰にまとめて取り付け､そこで取水･分水してパイプにより各水車で導水する

方法が考えられる｡この案は最も簡単で工事費も安上がりである｡第二案としては､分散してい

る6基の水車を移設競合して1ケ所にまとめることが考えられる｡これにより､より使いやすく合

理的な施設となり､より使用水の節約ができる｡

さらにもう一歩進めると､この水の持つエネルギーを十分に活用するため､ 100-300芯Ⅳ程度

の小水力発電所を設ける案である｡ここで発電するとともに､その電力を利用して製粉その他の

近代的な農産物の加工施設を整備することが考えられる｡

本事業だけでは工事規模があまりにも小さいので､これに加えて農道整備及び上記の小水力発

電を含めた山村地域の小規模な総合開発事業に拡大することにより､山村における総合開発事業

のモデルとして適正規模の事業になると思われる｡

4. 3 セハン川流域潅灘開発計画(パルテスタン州)

洪水潅概(Floodlrrigadon)は不確実な洪水を水源とするので､その便益は通常の潅概事業の

ように確実なものではない｡しかし､雨期に限られるものの､作物の成育期間中に数回の潅瀧を

することにより､これまでの天水農業に比べると飛躍的な収益を上げることができる｡新たな農

地を開拓し七､無収益であった土地からそれ相応の収穫が上がることになるので､限られた水資

源のこの地方にとっては重要な開発の手段であるといえる｡

本事業地区は州都クエツタからは一山越えた遠隔地にあり､地方の町のローラライからもかな

り離れているので､工事の実施面では地理的に大きなハンディキャップを持っている｡さらに､

この付近の地方道はその整備が遅れていて､物資の運搬上も有利とはいえないが､パンジャブな

どの消費地への農産物の搬出の面では､州境に近いのでそれだけ有利ということができる｡

4. 4 パルテスタン州北部農村小親模溜池潅灘開発喜十画

地下水滴養ダム(DelayActionDam)による潅競闘発は､過去20年間の経験と実漬からみて､

この地方では最も効果的な水利用方法と言える｡この地方のような水資辞の乏しい所でヘクタ-
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ルあたり1,000-2,000ドル程度で潅敦用水が確保でき､しかもその水が利益率の高い果樹栽培に

利用でき.れば､ポンプ及びその他の経費を差し引いても十分に引き合う収益が得られる｡この地

下水滴養ダムは,取水や放水のための付帯施設が一切ないのでダムとしての維持管理をほとんど

必要とせず､さらに下流の受益地内での揚水施設の設置及び維持管理が受益者自身の手で行われ

るので､将来,運営管理上の間遠が発生する可能性も低い｡

施工の面から考えても､工事のための仮設はアクセス道路程度で良く､築堤工事を乾期に実施

すれ!f排水処理の間窪もなく､施工は至って簡単であるo基礎掘削や基礎処理の必要がないので､

大抵のダム工事は1シーズンで完了でき,施工機械さえ十分に揃えられれば数ケ所のダムを並行

して同時に施工することも可能である｡むしろ施工監理上から見れば､その方が合理的であるし､

全体的にはより経済的といえる｡また､ダムの堤高が低いので､築堤用土は特に不等水性の材料

を選ぶ必要がなく,近くで手に入る普通のランダム材料でよいし､法面保護のために行う盛土表

面の張り石材も全てダムサイト付近で確保できる｡

しかしながら､技衝的な今後の検討課蓮としては,将来､ダム池敷内の堆砂が進み､リチャー

ジ効果が薄れた場合の対策を挙げなければならない｡将来､貯水の地下浸透量の復元を計るため､

池敷内の毅深が必要となるかもしれない｡

この地下水滋養ダム事業を日本国政府の無償援助事業の対象とした場合､以下のような利点が

考えられる｡

(1)パルチスタン州は他州に比べ､これまで日本国や他の国々あるいは国際機間の援助事業が少

なく全般に開発が遅れているので､他州とのバランスをとる点に意義がある｡

(2)過去の実績からみて､事業効果は顕著で確実である｡

(3)いずれも州内では比較的道路交通の便がよく､ただちに工事に着手できる｡

(4)住民間題､土地問題､環境問題など､工事実施上支障となるものが全くない｡

(5)全て単年度事業として実施できる｡

(6)クエツタ周辺の比較的経済効果の高い地区を選び､いくつかのダムを組み合わせることによ

り､事業の規模や予算額を適当規模に選定することができる｡
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議付資料1.

調査の日程

日程 調査活動

11月13日(金) 成田発pK751便にてイスラマバート入り｡日本大使館の田野井一等書記官表敬､詞

査の趣旨を説明､意見交換を行う｡

14日(土) むonomicA血iresDivision及びSmal1DamsOrganizadon表敬｡

15日(日) 陸路ペシャワールヘ移動.北西辺境州潅政局を訪問､FaqirA血1adParacha次官他関

儒者に調査の趣旨を説明､プロジェクトに関する協議と意見交換を行い､現地調査

の詳細日程を決めるo

16日(月) SwabilrrigationDivision表敬｡クンダルダム潅概計画地区のダムサイト及び受益池

の或地詞査を行う｡その後,アポダバード-移動｡

17日(火) Ea甜alrrigationDivisionのドホタール･マルカン潅概水路計画地区の取水地点及び

受益他の現地調査を行う.その後､ペシャワールへ移動｡

18日(水) ペシャワールからクエツタヘ移動｡パルテスタン州潅放電力局を訪問､Hotumrnad

Amin次官他関係者に調査の趣旨を説明､プロジェクトに関する協議と意見交換を

行い､現地調査の詳細日程を決めるoクエツタ近郊の湧き水を利用した小規模果樹

園の潅故施設を視察o

19日(木) 既設のWerchum､Pechi､Kunchaの地下水商養ダム及びその地下水を利用して開発さ

れた果樹(主としてリンゴ)園を視察｡ローラライのIrriga@onCircleを経て､セハ

ン川流域潅敢闘発計画の受益池及び取水堰の候補地点の現地調査を行うo

20日(金) ローラライ近くで､滴れ川の伏流水を集めたUriagiEbrezとその出口及び改修された

開水路を視察｡

Kohar､ArthKht11a､Ndraiの各地下水滴養ダムの候補地点の現地調査を行う｡1990年

に完成したKaferToi地下水滴養ダム及びその効果を視察｡

21日(土)

22日(日)

パルチスタン州潅放電力局を.訪問､次官他に調査結果を報告し､意見交換及び資料

収集を行うoクエツタからイスラマバードへ移動

鈴木団員はイスラマバード発pK752便にて帰国｡

高橋団長単独でイスラマバードに残り､資料の収集､整理及び調査菊菜の取りまと

めを行うo

23日(月) 資料の収集､整理及び調査結果の取りまとめo

24日(火) JICA及びOECFの現地事務所表敬｡日本大使館に調査結果を報告｡

25日(水) 再度ペシヤワ⊥ル-移動｡北西辺境州潅耽局のMr.AkhtarAlilsmai1i,Chief Engineer

ofDevelopmentに面会､資料の収集を行う｡

(26日以降は現地において､別件業務に従事)

”?)



添付鷲料 2.

収集資料リスト

1. Economic Survey, 1991 - 92

1 Govemment of Pakistan, FinaJICe Division

2. Mid-pl甜Review of the SeventJI Five Year Plan (1988 - 93)

- 1planning Com血ission Govemment of Pakistan, May 1991

3. Wdd Development Report 1992, Development arKIdle Enviroment

- W∝1d Development lndicatcErS, ne Wdd Bank

4. ne TribalBaluchistan

- SyedAbdul帥

5.打ofX)Sed Wal訂Sector Projects,in N.W.F.P.

- Chief Engineer, Irrigadon Development

6. KundalDam lrriga丘on Scheme Feasibility Study Report, April 1992

- Babde Shaw & Morton in Ass(xiadon TechnicalServices Ltd.U.K.

7. rbfX)Sed 8th Five Year Plan (1993 - 98)

- Wa把r Resot∬ces, Balochismr1

8･ PC-I Proforma fcr Sehall n00d hTigadon Scheme (RevisedReport)

- Planning Directorate (South), Planning & hvesdgadon OrgaJlizadon, WAPDA, Lahore, June 1992
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漆付資料 3.

面会者リスト

(1)日本大使館

(2)国際協力事業団

(3)北西辺境州

･潅政局

(4)パルチスタン州

･潅放電力局

･計画開発局

/r

田野井雅彦

石橋隆介

Mr. Faqir Ahmad触h

Mr. AkhtarAli Ismaili

Mr.Amir H血Kham

Mr. FazalReham

Mr. Masood Perves Qureshi

Mr. Aslam Saleem

Mr. Parvez E血Jadun

Mr. Moha皿mad lqbal

Mr. Mohallma Amin

Mr. Mohammad Sbab Hasbmi

Mr. Atxlus Salam馳

Mr. Muhainar E血I

Mr. Ghulam Sarwar

Mr. Shirin Khan Lon主

Mr. Sher Z皿

Mr. Shahid Parvez

一等書記官

次長

Seqetary, Ⅰ汀igation D甲artment

Chief Engineer of Development

Chief Engineer of Irrigation

Director, Small Dams

Deputy Director, Small Dams

Superlrltendent Engineer, Swat

Execudve Engineer, Abbottabad

S ub DivisionalOfficer, Abtx)ttabad

Secretary, Irrigation arKI Power Dq)artment

DeputySemtary Crech･), Irrigadon Dep'tt

Chiefモrlgineer,irrigation Department

SuperintendeJlt Engineer, Irr.Circle Quetta

Execudve Engineer,h. Circle Quetta

Superintendent Engirleer, Irr.Circle Loralai

Executive Erlgineer,Irri,Circle Loralai

Chief Engineer (Foreign Aid), Plannir)g 良

Development DepartmeTl i
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ORGANIZATION CHART OF IRRIGATION DEPARTMENT N.W.F.P.

S ECR ETARY

IRRIGATION

DEPUTY SECRETARY

ADM IMSTR ATI VE

OFFIC ER

ACCOUNTS OFFICER

COLLECTOR

PES HAWAR

CHIEF ENGINEER

SMALL

HYDRO-DEVELOPMENT

O 良GANIZAT【ON

CHIEF ENGINEER

D EVELOPMENT

CHEF ENGINEER

IRRIGAT【ON

PROJECT DI杜.

SMALL

IRRIGATION

SCHEMES

PROJECT DIR.

SWABI SCARP

PROJECT DIR.

1s【LIFT C.良.a.C.

PROJECT DIR.

SMALL DAMS

DI REC TOR

PLANNING AND

DESIGN

PROJECT DIR.

PEHUR HIGH

LEVEL CANAL

S.E. NORTHERN

IRRIGATION

CIRCLE MARDAN

S.E. CENTRAL

IRRIGATION

CIRCLE

PESHAWAR

NOTE: C.R.B.C.; CHASMA RIGHTBANKCANAL

SCARP; SALINITY CONTROL AND RECLAMATION PROJECTS

S. E. ; SUPERINTENDENT ENGINEER

S.E. SOUTHERN

IRRIGATION

CIRCLE BANNU

S.E. MALAKAND

IRRIGA TTON

CIRCLE MINGOR A
a
葺
輔
普
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ORGANIZATION CHART OF TfIE BALOCIIISTAN

IRRIGATION ANI) POWER DEPARTMENT

S ecretary

Irrig and Power

Dy Secretary

Development

Section Off

Development

Chief Draftsman

Dy Secretary

Administration

Sec Officer

Administration

Section Officer

B&A

Chief Eng

Irrigation

Superint Eng

PP&D

Chief Design

Engineer

AssI Design

Engineer

Elecbic lnspecLor

Asst El比 lnsp

Loral ai

AssI Elec lnsp

Turbat

ProjectMan

CWMp
Systems Analyst

SDO 告ub
SDO

WMP- I

SDO

MP_ⅠⅠ

ⅩENPD &P

Asst Design

XEN Techrlical
Asst Acoun15

0 fficer

Administrative

O皿cer

SE Imigation Circle

Sibi

XEN (Ⅰ)SIBI

SDO Sibi

SDO Hamai

EN (I)KACHHI

SDO Belpat

ENのDERA 】】

SDO Dera I‡ugti

SDO Sui

SE I血gadon PF

CanalCircle

EN KHIRTHER

SDO Usta Mhd

SDO Bagh

SDO H I)rain

EN PF CANAL

SDO DM Jamali

SDO Jhatpat

SDO PF C江nal

SDO Go山Tagic

NのMINOR
ANAL CELL

SE Irrigadon Circle

L oralai

EN (I)ZHOB

DO Zhob

EN LORALAI

DO Loralai

DO Duki

EN (Ⅰ)KOHLU

DO Kohlu

SE M& EIrrig

Circle Quetta

ENM&E

UETTA

SDO (Mech) 1

SDO Mecb 2

Snr Geophisisist

eophis is
ist

nO

Hydrogeolog lS tS

EN (Ⅰ)MECH

SDO (Mecb) 1

SDO (Mecb) 2

SE Irriga山on Circle

Quetta

EN (I)QUmÅ

SDO Quetta

SDO Nushki

EN (I)PISHIN

SDO Pisbin

DO Chaman

EN Hydrology

SDO Hydrology

SDO Hydrology

SE IJTiga山on KalaL

Circle

EN MASTUNG

SDO MasLung

EN (I)TURBAT

SDO Panjgur

EN LAS BELA

SDO Las Beta

XEN Khuzdar

SDO Awaran
執
茸
輔
茸
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現 地 写 真 集
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